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イギリスにおけるシンセティック・フォニックスの 
指導と教材

─ 小学校 2 校を訪問して ─

Synthetic Phonics Instruction and Materials in the U.K.:
Report from Two Primary Schools

上　原　明　子
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抄録
　本稿では，イギリスの小学校 2 校の訪問を通して，「Little Wandle Letters and Sounds 
Revised」と「Read Write Inc.」という，イギリス政府認定のシンセティック・フォニック
スの教材と，それを使用して行われる授業の様子を報告した。どちらの教材も，国が示す
具体的なプログラムに基づいて作成されているので，扱う基本の音素・書記素の内容とそ
の指導の順番はほぼ同じであったが，少し異なる部分もあった。そこに教材作成会社とし
ての考えが表れている。教材を学校で採用・購入すれば，教え方のビデオの視聴や，指導
案，評価用資料，ワークシートのダウンロードが可能となる。また，カード，ポスター，
約300冊のデコーディング用絵本がパッケージとして提供されていた。さらに教員研修も
提供されていた。学校は，それぞれの実情に合わせて教材を選択し採用していた。
　授業は，毎日決まった時間をフォニックスに当てていた。今回 1 年生と 2 年生の授業を
見学したが，学年のはじめということもあり，1 年生はレセプションで，2 年生は 1 年生
で学んだことの復習が主に行われていた。また，1 年生を 5 人ずつ取り出して，デコーディ
ング用絵本を読む指導も行われていた。英語母語話者の子どもは，44の音素と同音異綴，
トリッキーワード等を一つ一つ丁寧に，ブレンディングとセグメンティングを繰り返しな
がら時間をかけて学んでいる。日本におけるよりよいフォニックス指導について考えるた
めには，シンセティック・フォニックスについて深く理解する必要があり，本稿の報告が
その一助になれば幸いである。

キーワード：フォニックス，イギリス，教材，小学校英語，音韻認識 

１　はじめに
　2020年度に，小学校 5，6 年生に外国語科が導入され，音と文字の関係について指導が
行われている。そんな中，シンセティック・フォニックスに注目が集まっている。しかし，
英語母語話者が，読み書き指導として，音と文字の対応関係を長い時間をかけて丁寧に
指導しているのに対し，日本では単語の綴り全体を暗記する指導が多いという指摘がある 

（村上，2015；瀧沢，2020）。そして，それが読み書きの困難を引き起こしている現状があ
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る（Takeda, 2005）。そこで本稿では，日本におけるフォニックス指導について考える一助
となるように，イギリスにおけるフォニックスの授業の様子と，使用されている教材につ
いて，小学校 2 校で観察したことを報告する。

２　フォニックスとは
　フォニックス（Phonics）とは，英語圏における読み方指導のひとつであり，音（音素）
と文字（書記素）の対応関係を教える指導法である（ハイルマン・松香，1981）。仮名の
ように音と文字が一対一対応である日本語とは異なり，英語は，26文字のアルファベッ
トで44の音を作り出している。つまり，一つの音に対していくつかの文字や綴りがあ
り，また，一つの文字や綴りでいくつかの音があるのである。英語は母語話者にとっても
読み書きの習得が難しい言語であり，読み書き障がいの発現率は5.3％～ 11.8%（Katusic, 
Colligan, Barbaresi, Schaid, & Jacobsen, 2001）と高い。したがって，音（音素）と文字（書
記素）の対応関係を一つ一つ丁寧に指導する必要があるのである。
　フォニックスは，アナリティック・フォニックス（Analytic Phonics）とシンセティック・
フォニックス（Synthetic Phonics）の 2 つに大きく分類される（山下, 2015）。アナリティッ
ク・フォニックスは，例えば cat, cup などの最初の文字を切り取って/k/と発音する方法で，
英単語とその綴りを知っていて，その音を発音できることが前提にある（入山・加藤・渡
辺・山下, 2019）。一方シンセティック・フォニックスは，単語の習得に関係なく音と文
字の対応を指導し，一つの文字を指導したらすぐに既習の文字と組み合わせ（Synthesize）
て，読み書きができるようにする方法である。文字の最小単位である音素から文字を習得
し，速いテンポで学んでいくことが特徴である（湯澤・山下, 2015）。

３　学習指導要領におけるフォニックスの取り扱い
　学習指導要領にフォニックスに関する記述が初めて登場したのは，2008年告示の『中学
校学習指導要領』（文部科学省, 2008）である。「発音と綴りとを関連付けて指導すること」
と記述されたが，具体的な指導内容や手順等は示されていない。村上（2015）は，指導は
教員の裁量に任されており，伝統的にフラッシュカードなどを用いた単語の綴り全体を暗
記する指導法が主に用いられていると述べている。また，文字指導を数回行ったのち，す
ぐに単語や文全体の読み書きが始まるため，日本の学習者は暗記以外の単語学習方法がな
い状態であると考えられると述べている。
　2020年，小学校 5，6 年生に外国語科が導入された。『小学校学習指導要領（平成 29 年
告示）解説 外国語活動・外国語編』（文部科学省, 2018a）には，推測して読む手掛かりと
なるように，英語の文字には名称以外に語の中で用いられる場合の文字が示す音があるこ
とを指導するとの記述がある。そして，その例として，「a や c という文字は，/ei/ や /siː/ 
という名称があると同時に，語の中では /æ/ （例：bag，apple）や /ei/（例：station, brave），
/s/（例：circle，city）や /k/（例： cap, music）という音をもっている」（p. 78）と書かれて
いる。また，中学校で「発音と綴りとを関連付けて指導すること」に留意し，小学校では

「音声と文字とを関連付ける指導」に留めることとされている（文部科学省, 2018a）。山本
（2019）は，小学校では，1 文字 1 音の対応と，単語の初頭の文字を中心に扱うことと考
えられると述べている。
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　『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語編』（文部科学省, 2018b）には，引
き続き「発音と綴りとを関連付けて指導すること」（p. 123）とあり，「例外はあるものの，
英語の発音と綴りには，基本的な対応関係がある。こうした対応関係については，ある程
度単語の綴りとその発音になじんだところで，単純なものから徐々に指導していくことと
する」（p. 92）と書かれている。前回同様，具体的な指導内容や手順等は示されていない。
また，「ある程度単語の綴りとその発音になじんだところで，単純なものから徐々に指導
していく」と書かれていることから，すでに単語の綴りがわかり発音できる状態でフォニッ
クス指導を行うことを想定していることがわかる（上原， 2022a）。これでは，単語の綴り
と発音にある程度なじむまでは，単語の綴りの丸暗記が強いられることになる。

４　音韻認識能力 
　フォニックス学習開始までに，様々な活動を通して音韻認識（Phonological Awareness）
を育てておくことが大切であることが知られている。音韻認識の発達が，単語認識能力や
読解力に大きく影響するのである（National Reading Panel, 2000）。音韻認識とは，話し言
葉の音の構造を捉える能力（Hatcher, Hulme, & Ellis, 1994）である。音韻認識の育成は，文・
単語レベルからスタートする。まず初めに，文を単語に分けるところから始める。次に，
脚韻（Rhyming）や，頭韻（Alliteration）に気付かせる活動を行う。その後，単語内の音
の構造に気付かせていく。まず，音節（Syllable）に分ける活動，c-at，gr-een のようにオ
ンセット・ライム（Onset-Rime）に 分ける活動，最後に，b, a, th のように，最小の単位で
ある音素（Phoneme）に分ける活動と，大きい単位から小さい単位へ単語を分けていく。
オンセットとは，最初の母音の前に来る子音のことで，ライムとは，最初の母音とそれに 
続くすべての音のことである。音素まで分けることができるようになったら，次は音素の
操作を行う。その代表的なものは，b, e, d をくっつけて bed という単語を作るブレンディ
ング（結合, Blending）と，cat を c, a, t と分けるセグメンティング（分解，Segmenting）で
ある。これらを，文字を使用せずに行う（上原， 2022b）。

５　イギリスのナショナルカリキュラムにおけるフォニックス
　イギリスの小学校は，キーステージ 1（Key Stage 1，1 ～ 2 年生）とキーステージ 2（Key 
Stage 2，3 ～ 6 年生）から構成されている。また，3 歳から 5 歳までをファウンデーショ
ンステージ（Foundation Stage）と位置付けており，そのうち小学 1 年生の 1 年前の段階が
レセプション（Reception）である。
　イギリスでは，1980年代後半から，読みの到達基準に関して懸念する声が上がり始め，
1989 年に初めてナショナルカリキュラム（National Curriculum）が制定された。これにより，
それ以前，学校長の裁量に任されていた学習の保障について，全国的な基準として学年ご
との学習目標を示したのである（湯澤・山下, 2015）。
　フォニックスがナショナルカリキュラムの中で明確に打ち出されたのは，1997年，政権
が保守党から労働党へと移行したときである。労働党は，フォニックスの指導強化を目
的に「Progression in Phonics」という教材を公示した。しかし，当時のフォニックスはア
ナリティック・フォニックスであった。その後政府は，フォニックスの指導方法が不十分
であることを指摘し，2006年に Rose Report を提示し，フォニックスをシンセティック・
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フォニックスで指導するように推奨した（湯澤・山下, 2015）。そして2007年に，ファウ
ンデーションステージにおける具体的なプログラムとして「Letters and Sounds: Principles 
and Practice of High Quality Phonics」（以下，「Letters and Sounds」）を 公表した（湯澤・山下, 
2015）。なお，現行のナショナルカリキュラムは2014年公示のものである。

６　「Letters and Sounds」
　「Letters and Sounds」（Department for Education and Skills，2007）は，フェーズ（Phase）  
 1 から 6 で構成されており，ファウンデーションステージとキーステージ 1 で終了する。
フェーズ 1 は，フォニックスを始める前に音韻認識を促すもので，文字を使わずに行う。
活動は「環境に含まれる音」，「楽器の音」，「ボディーパーカッション」，「リズムと脚韻」，

「頭韻」，「声」，「口頭でのブレンディングとセグメンティング」の 7 段階で設定されている。
フェーズ 2 では，6 週間を目安に，19の音を文字とともに学び，文字でもブレンディング
やセグメンティングを行えるようになることを目指す。毎週 1 セットずつ 4 ～ 5 つの文字
が導入される。1 週目は s, a, t, p， 2 週目は i, n, m, d， 3 週目は g, o, c, k， 4 週目はck, e, u, r， 
5 週目は h, b, f/ff, l/ll, ss， 6 週目は復習である。これらの導入順序は，頻出度の高い順になっ
ている。また，VC（母音＋子音）や CVC（子音＋母音＋子音）の単語のブレンディング
やセグメンティング，及び the, to, go, no, I といったトリッキーワード（不規則語，Tricky 
Words）が読めるようになることを目指す。英語の綴りと発音の間には75％以上の規則性
があるが（Crystal, 1990），フォニックスのルールに沿っていない単語は日常で使用する身
近な単語に多く，それらについては見たままに綴りを覚えるという方法をとる。それがト
リッキーワードである。 
　フェーズ 3 では，12週間を目安に，さらに25の音を文字とともに学び，基本の44の音と
文字の学習が完成する。ここで学ぶ文字は，j, v, w, x, y, z/zz, qu, ch, sh, th, ng, ai, ee, igh, oa, 
oo, ar, or, ur, ow, oi, ear, air, ure, er である。また，he, she, we, me, be, was, my, you, her, they, 
all, are といったトリッキーワードを学習する。
　フェーズ 4 では，4 ～ 6 週間を目安に，これまでに学習した知識の定着を図る。CVCC, 
CCVCの単語のブレンディングやセグメンテーション，連続子音を含む単語の読みや綴り，
頻出語，2 音節語や文を読む活動を行う。また，said, so, have, like, some, come, were, there, 
little, one, do, when, out, what といったトリッキーワードを学習する。
　フェーズ 5 では，treasure という単語に含まれる /zh/ の音素を新しく学ぶ。また，同じ
綴りで異なる読み方をする同綴異音や同じ音で異なる綴りの同音異綴を学ぶ。ここでは，
a-e, e-e, i-e, o-e, u-e といったマジック e（Magic e）も出てくる。マジック e とは，母音字
+子音字 1 つ + e の場合，最後の e はその前の母音字をアルファベットの名称読みに替え，
e 自体は発音しないというルールのことで，cake, cone などの単語がそれに当たる。ま
た，頻出単語として，oh, their, people, Mr, Mrs, looked, called, asked, water, where, who, again, 
thought, through, work, mouse, many, laughed, because, different, any, eyes, friends, once, please

等の単語の読みを学習する。さらに，2 音節や 3 音節の単語や文の読みを学習する。 
　フェーズ 6 では，過去形，接尾辞，長い綴りの単語，変則的な綴りの規則を学ぶとともに，
これまで学習した知識の定着や読みや綴りのスキルの向上を図る。フェーズ 5 は 1 年生，
フェーズ 6 は 2 年生で学習するということが書かれているので（Department for Education 
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and Skills，2007），フェーズ 1 から 4 まではレセプションで学習することが想定されてい
ることがわかる。

７　イギリスにおけるシンセティック・フォニックスの教材
　イギリスの政府は，高品質のフォニックス指導と子どもたちの読み書きレベルの向上
のため，シンセティック・フォニックスの教材（SSP, Systematic Synthetic Phonics Teaching 
Programmes）の検証をおこなっている。最近では，2021年 4 月に，改訂版の基準を発表し，
新しい検証プロセスのもと，以前からある教材や新規参入の教材の検証を行った。その結
果，以下の45の教材が合格した（Department for Education, n.d.）。

　　• A Flying Start with Letters and Sounds

　　• ACET Phonics

　　• All Aboard Phonics

　　• ALS Phonics: Letters and Sounds

　　• Anima Phonics: Letters and Sounds Updated

　　• Bug Club Phonics

　　• Dramatic Progress in Literacy Phonics (DPiL)
　　• Essential Letters and Sounds

　　• Extend Letters and Sounds

　　• FFT Success for All Phonics

　　• First Class Phonics

　　• Fishing for Phonics

　　• Floppy’s Phonics

　　• GES Simply Letters & Sounds

　　• Jolly Phonics

　　• Junior Learning Letters & Sounds

　　• LearnPhonics!

　　• Lesley Clarke’s Letters and Sounds

　　• Letterland

　　• Little Wandle Letters and Sounds Revised

　　• McKie Mastery Power Phonics

　　• Monster Phonics

　　• No Nonsense Phonics

　　• Pearl Phonics

　　• Phonics International

　　• Phonics Shed

　　• Phonics Steps

　　• Pip and Pap

　　• Read Write Inc.

　　• Reading Planet Rocket Phonics
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　　• Ready Steady Phonics

　　• RoboPhonics

　　• Schofield & Sims My Letters & Sounds

　　• Smart Kids Letters and Sounds - The Code

　　• Snappy Sounds

　　• Song of Sounds

　　• Sound Discovery

　　• Sound!Start Phonics for Letters and Sounds

　　• Sounds-Write

　　• Supersonic Phonic Friends

　　• The Partnership Phonics Programme (based on Letters and Sounds)
　　• Time for Phonics

　　• Twinkl Phonics

　　• Unlocking Letters and Sounds

　　• Wand Phonics with Phonics International and/or No Nonsense Phonics

　政府は，これら検証を受けた教材は，レセプションとキーステージ 1 にふさわしい内
容であり，ナショナルカリキュラムが目指す，キーステージ 1 の終了時に，デコーディ
ング（Decoding）による単語の読みができるようになることを可能にするものであるとし
ている。デコーディングとは解読のことで，ここではフォニックスのルールを通して単語
を読むことを意味している。そして，政府は各学校に，それぞれの教材についてよく検討
し，在籍児童にとってよりよいものを選択し採用するようにと述べている。その選択の際，
Department for Education が提供している各地域の English Hub を利用し，サポートを受ける
ことを推奨している。また，政府は，学校をサポートするために，教材の購入やその出版
社が行う教員研修への参加のための2022-2023年の予算を追加で準備した。その他，2022

年10月に， A New National Professional Qualification for Leading Literacy (NPQLL) を発足さ
せ，リテラシーのエキスパートを育てるための教員研修を行っている。これらのことから，
政府はリテラシー教育に力を入れていることがわかる。

８　「Jolly Phonics」
　イギリス政府が検証した上記の教材の中の 1 つに，イギリスのシンセティック・フォ
ニックスを牽引してきた「Jolly Phonics」がある。「Jolly Phonics」は，近年日本でも知ら
れるようになり，日本語版（ジョリーラーニング社，2017）も出版された。日本国内で
も，「Jolly Phonics」の紹介や実践報告は数多くある（山下, 2015；湯澤・山下, 2015；木澤, 
2018；入山・加藤・渡辺・山下, 2019；加藤・入山・山下・渡邊, 2020；佐々川・納富, 
2021；高橋，2021；安達, 2022；百武・納富，2022；入山, 2023）。
　2005年調査では，「Jolly Phonics」はイギリスの学校の68％で使用され，世界120か国以
上で導入されている（ジョリーラーニング社, 2017）。現在は，150か国以上で使用されて
いる（Jolly Learning, n.d.）。「Jolly Phonics」では，第 1 段階で42の英語の音を文字とと
もに 1 つずつ学び，ブレンディングとセグメンティングを繰り返す。第 1 段階で学ぶ42の
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音は頻出順に，7 つのグループに分けて指導される。第 1 グループは s, a, t, i, p, n, 第 2 グ
ループは c/k, e, h, r, m, d, 第 3 グループは g, o, u, l, f, b, 第 4 グループは ai, j, oa, ie, ee, or, 
第 5 グループは z, w, ng, v, oo, oo, 第 6 グループは y, x, ch, sh, th, th, 第 7 グループは qu, ou, 
oi, ue, er, ar である（山下, 2015）。第 2 段階では マジック e を含む同音異綴やトリッキー
ワードを学ぶ（ジョリーラーニング社, 2017）。
　「Letters and Sounds」と比較すると，「Letters and Sounds」における基本の書記素には含
まれていない ie, ou が「Jolly Phonics」の第 1 段階には含まれている。逆に，「Letters and 
Sounds」における基本の書記素に含まれている ow, ur, igh, ear, air, ure が「Jolly Phonics」に
は含まれていない。これらの違いは，何を基本の書記素とするか（それ以外は同音異綴や
トリッキーワードで学ばせる）という教材作成者の考え方の違いであろう。また，「Jolly 
Phonics」は，視覚（Visual），聴覚（Auditory），動作（Kinaesthetic），触覚（Tactile）等
を使った多感覚法（Multisensory Approach）を採用していることが特徴である。山下（2015）
によれば，英語の音と文字を知らない子どもたちでも習得でき，多感覚法を用いている

「Jolly Phonics」は，英語を母語としない子どもや特別の支援を必要とする子どもにもやさし
いプログラムである。

９　イギリスの小学校訪問から
（1）Coventry 市 E 小学校
　Coventry は，ロンドンから北に特急電車で 1 時間ほどのところに位置する。Coventry 駅
から徒歩で15分程度の場所に位置する E 小学校を訪問した。訪問期間は，2022年 9 月12

日から16日の 5 日間で，新学年が始まって間もない時期であった。算数や理科，英語の授
業，アセンブリーなども参観したが，本稿ではフォニックスの授業に絞って報告する。
　この小学校で採用されているシンセティック・フォニックスの教材は，「Little Wandle 
Letters and Sounds Revised（ 以 下Little Wandle）」 で あ る。 ホ ー ム ペ ー ジ（Little Wandle 

Letters and Sounds Revised, n.d.）によると，5000以上の学校で採用されており，フォニック
スを素早く学べるプログラムであるとのことである。教え方のビデオの視聴や，週単位で
書かれた毎時間の指導案（Weekly Grid），評価用資料，ワークシートのダウンロードが可
能となっている。また，カード，教室掲示用ポスター等の提供がある。さらに教員研修も
提供している。また，約300冊のデコーディング用絵本（指導案付き，物語及びノンフィ
クション）が準備されている。表 1 と表 2 は，レセプションと 1 年生で学習する内容である。

表 1　レセプションで学習する内容

h, r, m, d, 第 3 グループは g, o, u, l, f, b, 第 4 グループは ai, j, oa, ie, ee, or, 第 5 グループ

は z, w, ng, v, oo, oo, 第 6 グループは y, x, ch, sh, th, th, 第 7 グループは qu, ou, oi, ue, er, 
ar である（山下，2015）。第 2段階や第 3段階では マジック e を含む同音異綴やトリッキ

ーワードを学ぶ（ジョリーラーニング社，2017）。 
「Letters and Sounds」と比較すると，「Letters and Sounds」における基本の書記素に

は含まれていない ou, ie が「Jolly Phonics」の第 1段階には含まれている。逆に，「Letters 
and Sounds」における基本の書記素には含まれている ow, ur, igh, ear, air, ure が「Jolly 
Phonics」には含まれていない。これらの違いは，何を基本の書記素とするか（それ以外は

同音異綴で学ばせる）という教材作成者の考え方の違いであろう。また，「Jolly Phonics」
は，視覚（Visual），聴覚（Auditory），動作（Kinaesthetic），触覚（Tactile）等を使った

多感覚法（Multisensory Approach）を採用していることが特徴である。山下（2015）によ

れば，英語の文字と音を知らない子どもたちでも習得でき，多感覚法を用いている「Jolly 
Phonics」は，英語を母語としない子どもや特別の支援を必要とする子どもにもやさしいプ

ログラムである。

９ イギリスの小学校訪問から

(1) Coventry市 E 小学校

Coventry は，ロンドンから北に特急電車で 1 時間ほどのところに位置する。Coventry駅
から徒歩で 15 分程度の場所に位置する E 小学校を訪問した。訪問期間は，2022 年 9月 12
日から 16 日の 5 日間で，新学年が始まって間もない時期であった。算数や理科，英語の授

業，アセンブリーなども参観したが，本稿ではフォニックスの授業のみに絞って報告する。

この小学校で採用されているシンセティック・フォニックスの教材は，「Little Wandle 
Letters and Sounds Revised（以下 Little Wandle）」」である。ホームページによると，5000
以上の学校で採用されており，速くフォニックスを学べるプログラムであるとのことであ

る。教え方のビデオの視聴や，週単位で書かれた毎時間の指導案（Weekly Grid），評価用

資料，ワークシートのダウンロードが可能となっている。また，カード，教室掲示用ポスタ

ー等の提供がある。さらに教員研修も提供している。また，約 300 冊のデコーディング用

絵本（指導案付き，物語とノンフィクション）が準備されている。表 1 と表 2 は，レセプシ

ョンと 1 年生で学習する内容である。 

表 1 レセプションで学習する内容 
時期 レベル 書記素（Graphemes） トリッキーワード

Autumn 1 フェーズ 2 s, a, t, p, i, n, m, d, g, o, c, k, ck, 
e, u, r, h, b, f, l 

is, I, the 

Autumn 2 フェーズ 2 ff, ll, ss, j, v, w, x, y, z, zz, qu, ch, 
sh, th, ng, nk 
単語の最後に付く s (hats, his, 
bags) 

put, pull, full, as, and, 
has, his, her, go, no, to, 
into, she, push, he, of, we, 
me, be 

Spring 1 フェーズ 3 ai, ee, igh, oa, oo, oooo, ar, or, ur, was, you, they, my, by, all, 
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ow, oi, ear, air, er are, sure, pure 
Spring 2 フェーズ 3 復習 

・2つの文字が重なった綴りを持

つ単語 
・長い綴りの単語 
・2以上のダイグラフを含む単語 
・ing で終わる単語 
・複合語 
・単語の真ん中に s がくる単語 
・単語の最後に s や es が付く単

語 

これまで出てきた単語の

復習 

Summer 1 フェーズ 4 短母音と連続子音を含む単語 
CVCC, CCVC, CCVCC, 
CCCVC, CCCVCC 

ing, ed, est で終わる単語 

said, so, have, like, some, 
come, love, do, were, here, 
little, says, there, when, 
what, one, out, today 

Summer 2 フェーズ 4 長母音と連続子音を含む単語 
CVCC, CCVC, CCCVC, CCV, 
CCVCC 

これまで出てきた単語の

復習 

（ホームページをもとに筆者作成） 
 
表 2 1 年生で学習する内容 
時期 レベル 書記素（Graphemes） トリッキーワード 
Autumn 1 フェーズ 

3, 4  
（review） 
フェーズ 5 

/ai/ ay play, /ow/ ou cloud, /oi/ oy 
toy, /ea/ ea each 

これまで出てきた単語の

復習 

Autumn 2 フェーズ 5 /ur/ ir bird, /igh/ ie pie, /oo/ /yoo/ 
ue blue rescue, /yoo/ u unicorn, 
/oa/ o go, /igh/ i tiger, /ai/ a 
paper, /ee/ e he, /ai/ a-e shake, 
/igh/ i-e time, /oa/ o-e home, /oo/ 
/yoo/ u-e rude cute, /ee/ e-e 
these, /oo/ /yoo/ ew chew new, 
/ee/ ie shield, /or/ aw claw 

their, people, oh, your, 
Mr, Mrs, Ms, ask, could, 
would, should, our, house, 
mouse, water, want 

Spring 1 フェーズ 5 /ee/ y funny, /e/ ea head, /w/ wh 
wheel, /oa/ oe ou toe shoulder, 
/igh/ y fly, /oa/ ow snow, /j/ g 
giant, /f/ ph phone, /l/ le al apple 
metal, /s/ c ice, /v/ ve give, /u/ o-

any, many, again, who, 
whole, where, two, 
school, call, different, 
thought, through, friend, 
work 

表 2 を修正しました↓ 

時期 レベル 書記素（Graphemes） トリッキーワード 
Autumn 1 フェーズ 

3, 4  
（review） 
フェーズ 5 

/ai/ ay (play), /ow/ ou (cloud), /oi/ 
oy (toy), /ea/ ea (each) 

これまで出てきた単語の

復習 

Autumn 2 フェーズ 5 /ur/ ir (bird), /igh/ ie (pie), /oo/ 
/yoo/ ue (blue rescue), /yoo/ u 
(unicorn), /oa/ o (go), /igh/ i 
(tiger), /ai/ a (paper), /ee/ e (he), 
/ai/ a-e (shake), /igh/ i-e (time), 
/oa/ o-e (home), /oo/ /yoo/ u-e 
(rude cute), /ee/ e-e (these), /oo/ 
/yoo/ ew (chew new), /ee/ ie 
(shield), /or/ aw (claw) 

their, people, oh, your, 
Mr, Mrs, Ms, ask, could, 
would, should, our, house, 
mouse, water, want 

Spring 1 フェーズ 5 /ee/ y (funny), /e/ ea (head), /w/ 
wh (wheel), /oa/ oe ou (toe 
shoulder), /igh/ y (fly), /oa/ ow 
(snow), /j/ g (giant), /f/ ph 
(phone), /l/ le al (apple metal), 
/s/ c (ice), /v/ ve (give), /u/ o-e o 
ou (some mother young), /z/ se 
(cheese), /s/ se ce (mouse fence), 
/ee/ ey (donkey), /oo/ ui ou (fruit 
soup) 

any, many, again, who, 
whole, where, two, 
school, call, different, 
thought, through, friend, 
work 

Spring 2 フェーズ 5 /ur/ or (word), /oo/ u oul (awful 
could), /air/ are (share), /or/ au 
aur oor al (author dinosaur 
floor walk), /ch/ tch ture (match 
adventure), /ar/ al a (half 
father), /or/ a (water), schwa in 
longer words (different), /o/ a 
(want), /air/ ear ere (bear 
there), /ur/ ear (learn), /r/ wr 
(wrist), /s/ st sc (whistle 

once, laugh, because, eye 

表 2　1 年生で学習する内容
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　取り扱う音素・書記素とその順番は「Sounds and Letters」とほぼ同じである。特徴的な
のは，レセプションのAutumn 2（フェーズ 2）で nk が取り扱われている点と，「Letters and 
Sounds」ではフェーズ 3 で取り扱われている ure が取り扱われていないことである。また，
トリッキーワードに関して，「Letters and Sounds」ではフェーズ 2 で 5 つの単語が例とし
て挙がっているが，「Little Wandle」では多くの単語を取り扱っている。また，取り扱っ
ているトリッキーワードの種類が「Letters and Sounds」とは少し異なっている。ホー
ムぺージに 2 年生の学習内容についての記載はなかったが，1 年生でフェーズ 5 まで学
習するので，2 年生は「Letters and Sounds」のフェーズ 6 に当たる内容を学習すると考え
られる。以下，見学したフォニックスの授業の様子を日を追って報告する。

表 2 を修正しました↓ 

時期 レベル 書記素（Graphemes） トリッキーワード 
Autumn 1 フェーズ 

3, 4  
（review） 
フェーズ 5 

/ai/ ay (play), /ow/ ou (cloud), /oi/ 
oy (toy), /ea/ ea (each) 

これまで出てきた単語の

復習 

Autumn 2 フェーズ 5 /ur/ ir (bird), /igh/ ie (pie), /oo/ 
/yoo/ ue (blue rescue), /yoo/ u 
(unicorn), /oa/ o (go), /igh/ i 
(tiger), /ai/ a (paper), /ee/ e (he), 
/ai/ a-e (shake), /igh/ i-e (time), 
/oa/ o-e (home), /oo/ /yoo/ u-e 
(rude cute), /ee/ e-e (these), /oo/ 
/yoo/ ew (chew new), /ee/ ie 
(shield), /or/ aw (claw) 

their, people, oh, your, 
Mr, Mrs, Ms, ask, could, 
would, should, our, house, 
mouse, water, want 

Spring 1 フェーズ 5 /ee/ y (funny), /e/ ea (head), /w/ 
wh (wheel), /oa/ oe ou (toe 
shoulder), /igh/ y (fly), /oa/ ow 
(snow), /j/ g (giant), /f/ ph 
(phone), /l/ le al (apple metal), 
/s/ c (ice), /v/ ve (give), /u/ o-e o 
ou (some mother young), /z/ se 
(cheese), /s/ se ce (mouse fence), 
/ee/ ey (donkey), /oo/ ui ou (fruit 
soup) 

any, many, again, who, 
whole, where, two, 
school, call, different, 
thought, through, friend, 
work 

Spring 2 フェーズ 5 /ur/ or (word), /oo/ u oul (awful 
could), /air/ are (share), /or/ au 
aur oor al (author dinosaur 
floor walk), /ch/ tch ture (match 
adventure), /ar/ al a (half 
father), /or/ a (water), schwa in 
longer words (different), /o/ a 
(want), /air/ ear ere (bear 
there), /ur/ ear (learn), /r/ wr 
(wrist), /s/ st sc (whistle 

once, laugh, because, eye 

science), /c/ ch (school)l, /sh/ ch 
(chef), /z/ ze (freeze), schwa at 
the end of words (actor) 

Summer 1 復習及び評価 
Summer 2 フェーズ 5 /ai/ eigh aigh ey ea (eight 

straight grey break), /n/ kn gn 
(knee gnaw), /m/ mb (thumb), 
/ear/ ere eer (here deer), /zh/ su 
si (treasure vision), /j/ dge 
(bridge), /i/ y (crystal), /j/ ge 
(large), /sh/ ti ssi si ci (potion 
mission mansion delicious), /or/ 
augh our oar ore (daughter 
pour oar more) 

busy, beautiful, pretty, 
hour, move, improve, 
parents, shoe 
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・ing で終わる単語 
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・単語の真ん中に s がくる単語 
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時期 レベル 書記素（Graphemes） トリッキーワード 
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/ai/ ay play, /ow/ ou cloud, /oi/ oy 
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Autumn 2 フェーズ 5 /ur/ ir bird, /igh/ ie pie, /oo/ /yoo/ 
ue blue rescue, /yoo/ u unicorn, 
/oa/ o go, /igh/ i tiger, /ai/ a 
paper, /ee/ e he, /ai/ a-e shake, 
/igh/ i-e time, /oa/ o-e home, /oo/ 
/yoo/ u-e rude cute, /ee/ e-e 
these, /oo/ /yoo/ ew chew new, 
/ee/ ie shield, /or/ aw claw 

their, people, oh, your, 
Mr, Mrs, Ms, ask, could, 
would, should, our, house, 
mouse, water, want 

Spring 1 フェーズ 5 /ee/ y funny, /e/ ea head, /w/ wh 
wheel, /oa/ oe ou toe shoulder, 
/igh/ y fly, /oa/ ow snow, /j/ g 
giant, /f/ ph phone, /l/ le al apple 
metal, /s/ c ice, /v/ ve give, /u/ o-

any, many, again, who, 
whole, where, two, 
school, call, different, 
thought, through, friend, 
work 
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①　2023年 9 月12日（月）
　 1 年生のクラスを訪問した。担任は，教職18年の女性で，30名の児童が在籍していた。
朝 8 時45分に児童は登校してきた。そして，各自，自由遊びを始めた。教室には，たくさ
んの大型おもちゃがあり，読み書き学習につながるカード遊び等（写真 1 ，写真 2 ）もあっ
た。その他，例えば q is for queue. W is for wand. 等の文が書かれた塗り絵をしたり，絵本
を読んだりする児童の姿があった（写真 3 ）。写真 4 は，読みのレベルごとに整理された
絵本の棚である。教室の壁には，フォニックスに関する掲示があった。写真 5 は，フォニッ

写真 1　アルファベットのパズル

写真 3　塗り絵や読書をする児童

写真 2　アルファベット磁石で単語を作る遊び

写真4　読みのレベルごとに整理された絵本の棚
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クスの教材「Little Wandle」で学習する書記素の一覧である。同じ音ごとにまとめられて
いる。写真 6 及び写真 7 は，前の週に学習した内容の掲示である。oa, oo, ar, oi, ow, ur, or, 
igh, ee, ai, er, ar, を復習したことがわかる。表 2 によると，1 年生はフェーズ 3, 4 の復習か
らスタートするので，この時期は，レセプションで学習した内容を復習しているのである。

写真 6　前の週に学習した内容① 写真 7　前の週に学習した内容②

写真 5　教材「Little Wandle」で学習する書記素一覧
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　この日は，午後にフォニックスの授業が始まった。まず，指導者（担任）は，ow と書
かれたカードを示して数回発音し，児童全員にリピートさせ，その後一人一人発音させ
ていった。そして，指導者は教室前面にある大きな紙に ow と書いた。その後，er, ur, oi, 
air, ear についても同様の流れで進めていった。途中ダイグラフ（ 2 文字で 1 音を表すも
の，Digraph）やトライグラフ（ 3 文字で 1 音を表すもの，Trigraph）という言葉を確認
したり，ear は 1 音であることを確認したりしていた。続いて tails と書かれた単語カード 

（ai に下線が引かれている）を見せ，まだ単語として発音せず，セグメンティングをする
ように指示をした。すると児童の一人が t-a-i- と ai を一つずつ分けて読んだので，指導者
は下線が引かれている部分の ai はダイグラフで 1 音であることを説明した。そして，t-ai-

l-s と数回発音させ，最後にそれらをつなげ，単語として発音させた。surfs（ur に下線が
引かれている）や sighing（ ighとng に下線が引かれている）についても同様の流れで進め
ていった。次はトリッキーワードの練習である。指導者は，the, into, out, go, no, my, to, by 

の単語カードを次々と見せ，はじめは全員で，その後，一人ずつ発音させた。児童はよく
読めていた。最後は書く活動である。beard（ear に下線が引かれている）と書かれたカー
ドを見せて b-ear-d と分けて発音させた後，beard とつなげて発音させた。そして，教室の
前面にある大きな紙に b の文字の書き方を説明しながら書き，その後 ear と d も書いた。
同様に tear についても書き方を説明し，ノートにこの 2 つの単語を書くように指示をした。
次は文を書く活動である。指導者は，ゆっくり書き方を説明しながら My fishes are bigger 
than the cat.と書いた。そして，are はトリッキーワードであること，sh はダイグラフであ
ること，最後はピリオドを打つことなどを説明した。そして，この文をノートに書くよう
に指示をした。最後に，hair, year, what についても書かせた。その際，what はトリッキー
ワードなので発音に注意することと，何度も説明していた。

写真 8  児童のノート
写真 8 は，この時間に児童
が書いたノートである。イギ
リスで用いられているのは
Precursive（半筆記体）である。
筆順を考慮したフォントで
ある。1 年生の初期というこ
ともあり，まだ上手に文字が
書けない様子であった。1 年
生は線のないノートに書き，
徐々に 1 線の上，2 線の中と
進んでいき，2 年生から 4 線
に書くとのことであった。
　 教 材「Little Wandle」 は，
指 導 者 用 に「Weekly Grid」

（図１）を用意している。毎
日の指導内容が週ごとに書かれている。9 月12日は，秋学期が始まって 2 週目の月曜日な
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ので，Autumn 1 week 2 の 1 つ目の欄に書かれた内容に該当する。実際に授業で扱った書
記素や単語はこの表とは少し異なるが，My fishes are bigger than the cat.という文や，hair, 
year, whatといった単語を書かせたところは，「Weekly Grid」通りである。「Weekly Grid」
を頼りにしながらも，児童の実態に合わせて多少の変更を行いながら指導していることが
わかる。

図 1　「Weekly Grid」
 

なお，教室の外のホールでは，特別支援を必要とする児童の取り出し指導が行われていた
（写真 9 ）。

写真 9　特別支援を必要とする児童の
　　　　取り出し指導

写真10　デコーディング用絵本を使った
　　　　指導
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②　9 月13日（火）
　午前中に，教室の外のホールで，1 年生を 5 人ずつ取り出して，デコーディング用絵本
を使って読みの指導を行っている様子を観察した（写真10）。指導しているのは，支援員
である。デコーディング用絵本は『pip and pop』を使用していた。この本は，フェーズ 2 

のセット 3 というレベルのもので，c, k, ck, o を中心に学ぶためのものである。フェーズ 
 2 はレセプションで扱うレベルなので，1 年生にとっては復習に当たる。ストーリーを読
む前に，c, k, ck, o が書かれたカードを見せながら一人一人発音させた。次に，sack, can, 
pops, Kim という単語が書かれたカードを見せ，発音させた。さらに，the, is というトリッ
キーワードが書かれたカードを見せ同様に発音させた。それから，新出語彙として，kit

と dip と書かれたそれぞれのカードを見せ，k-i-t, d-i-p と音素に分けて発音させ，絵を見せ
ることでその単語の意味をとらえさせた。その後，本のタイトルを読ませ，一人一人に
本を配った。そして，各ページに書かれている一文を一人一人読ませていった。例えば，
Kim picks the kit. Pip ticks the sack. といった文である。ckを含む単語がたくさん使われてい
る。子どもたちは，まだ文をすらすら読める様子ではなかったので，一つ一つの単語を指
で押さえながら，さらに音素に分けながら読ませていた。すべてのページの文を 5 人全員
が一人一人読めるようにするため，この活動はトータル45分程度かかった。
　それが終わると，同じ支援員が別の 5 人の児童を教室から取り出して，『Jig and Jog』と
いうデコーディング用絵本を使用して指導を始めた，この本は，フェーズ 2 のセット 5 と
いうレベルのもので，j, w, qu, ch, sh, th, ng, nk を中心に学ぶためのものである。指導の流
れは前と同じである。この指導の流れについても「Little Wandle」から資料（図 2 ）が提
供されており，この支援員もその流れに沿って指導を行っていた。この資料によると，一
つのデコーディング用絵本を使用して 3 回指導を行うこと，その 3 回とは，デコーディン
グ，文を流ちょうに読むこと，内容理解である。
　他のコーナーでは別の支援員が別のデコーディング用絵本『A Dip』を使って指導して
いた。この本は，フェーズ 2 のセット 2 というレベルのもので，s, t, p, n, m, d, a, i を学ぶ
ためのものである。このように，子どもたちのデコーディングのレベルによってグループ
分けをして指導を行っていた。そして一人一人の読みの様子を記録していた。



15

イギリスにおけるシンセティック・フォニックスの指導と教材

図２　出版社から提供されているデコーディング用絵本の指導の流れ

 
　この日の午後は，2 年生のクラスでフォニックス指導を見学した．指導者は，担任で教
職20年の女性である。まず，or, ai, ar, ck, ng, ch, sh, qu, ear と書かれたそれぞれカードを次々
に見せて児童全体に発音させた。子どもたちは素早く正確に読めていた。次は，when, 
what とそれぞれ書かれたカードを見せながら，これらはトリッキーワードであることを
確認し，wh-a-t, what と発音し，児童にも発音させた。he, she, we についても発音させた。
　次に，shower と書かれたカードを見せ，sh, ow, er と分けて読ませた後，3 つのダイグ
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ラフであること確認し，shower と読ませた。march についても，m, ar, ch と分けて読ませ
た後 march と読ませた。その後，sheet, teeth, queen とそれぞれ書かれたカードを見せなが
ら全員で発音させた後，一人ずつ発音させた。2 年生は，どの単語もすらすらと読めてお
り，1 年生で学んだことがよく身に付いている様子だった。次は書く活動である。指導者
は，発音しながら大きな紙に I can feel the cobweb with my fing er.と書いた。トリッキーワー
ドを四角で囲み，ダイグラフに下線を引いた。最後に指導者が chain と発音し，How many 
sounds? と聞くと児童は Three と答えた。さらに，どのように綴るのかを児童に聞くと児童
は，ch, ai, n と音素に合わせて答えたので，指導者は 3 音をそれぞれ発音しながら chain と
書き，児童にも書くように指示をした。同様の流れで march も書くように指示をした。

③　9月14日（水）
　この日の午後は，再び 1 年生のフォニックス指導を見学した。この学校では，フォニッ
クスの学習を午後に位置付けていた。この日は，ダイクラフやトライグラフの学習という
ことで，qu, sh, th, ee, ar, or, oi, igh, air が取り上げられていた。指導の流れは，9 月12日（月）
に見学した時と同じであり，図 1「Weekly Grid」の 3 日目（ 3 段目）に示されている通り
の流れであった。

④　9月15日（木）
　この日は再び 2 年生のクラスを見学した。朝児童が登校すると，担任はすぐに本日のラ
ンチの種類を一人一人聞いていた。学校のランチではなく，自分のランチを持ってきてい
る児童もいた。聞かれる順番を待っている児童には，say, rain, play, sail という単語を 4 線
のノートに書くように指示をした。
　午後はフォニックスの時間である。lady, paid, apron, chase, taste を読む練習をさせた。
long a（長母音のa）の学習である。そして， a-e については split digraph a，e-e については
split digraph e という用語を使って説明していた。マジックeのことである。その後，mail, 
sway, brave, sail, prey, tail, grape, baby, skate, clay, paint, bake, eight の単語を，a-e, ay, ai, eigh, a, 
ey のどれに当てはまるか，仲間分けをする活動を行った。それらの単語はすべて /ei/ とい
う音が含まれている。音は同じでも綴りが異なる同音異綴の学習である。なお，この 2 年
生の担任によると，フォニックスを行うのは 2 年生の前半までで，その後はスペリングを
中心に行うとのことである。

⑤　9月16日（金）
　この日は，レセプションのクラスを見学した。子どもは26名在籍していた。レセプショ
ンは，フォニックス指導の中心であるので，ぜひその指導を見学したかったが，他の学年
より 1 週遅れで学校が始まり，まだ 5 日しか登校していないので，学校生活に慣れること
を第一に，まだ屋内遊びや外遊びを中心に行っている段階であり，フォニックス指導は開
始されていなかった。この日まで12：50に下校し，次週から午後の授業がスタートすると
のことであった。
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（2） Milton Keynes 市A小学校
　Milton Keynes は，ロンドンから北に特急電車で30分ほどのところに位置する。Milton 
Keynes 駅から車で 5 分程度の場所に位置する A 小学校を訪問した。訪問期間は，2022年 
 9 月21日（水）と22日（木）である。この学校はキーステージ 1 のみ，つまり 2 年生までの
学校である。9 月21日は特別支援のクラスを見学し，9 月22日は，フォニックス，算数，
英語の授業を見学した。本稿では，フォニックスの授業について報告する。
　この小学校で採用されているシンセティック・フォニックスの教材は，「Read Write 
Inc.」である。数年前まで「Jolly Phonics」を採用していたが，校長が代わったときに「Read 
Write Inc.」に変更したとのことである。「Jolly Phonics」は, 前述した通り，多感覚を使っ
て学習する，非英語母語話者や特別支援の必要な子どもたちにもやさしい教材であるが，
母語話者の子どもたちには，もっとスピーディーにフォニックスを学べる教材がよいとの
判断で変更になったとのことである。
　創始者である Ruth Miskin 氏によるホームページ（Ruth Miskin Training, n.d.）によると，

「Read Write Inc.」は，2002年に創設され，Oxford University Press によって出版されている。
レセプションから 4 年生までを対象とし300冊を超えるデコーディング用絵本（指導案付
き，物語及びノンフィクション）が準備されている。また，前述の「Little Wandle」同様，
教え方のビデオの視聴や，指導案，評価用資料，ワークシートのダウンロードが可能となっ
ている。カード，教室掲示用ポスターや，教員研修も提供している。
　「Read Write Inc.」 の ホ ー ム ペ ー ジ（Read Write Inc., n.d.） に よ る と，Learning Set 1, 
Learning to blend with Set 1, Learning Set 2, Learning Set 3 と学習は進んでいく。それぞれで
扱う書記素は以下の通りである。

Learning Set 1 
m, a, s, d, t, i, n, p, g, o, c, k, u, b, f, e, l, h, r, j, v, y, w, z, x
sh, th, ch, qu, ng, nk, ck（ダイグラフをこの教材では Special Friendsと呼ぶ）

Learning Set 2 
ay, ee, igh, ow (as in blow), oo (as in zoo), oo (as in look), ar, or, air, ir, ou (as in out), oy

Learning Set 3 
ea (as in tea), oi (as in spoil), a–e (as in cake), i–e (as in smile), o–e (as in home), u–e (as in huge), 
aw (as in yawn), are (as in care), ur (as in nurse), er  (as in letter), ow (as in brown), ai  (as in 
snail), oa (as in goat), ew (as in chew), ire (as in fire), ear (as in hear), ure (as in pure)

　これらを絵とともに学んでいく。図 3 は，Learning Set 1 で学ぶ書記素であるが，それ
ぞれ，m は mountain, a は apple, s は snake, d はdiamond の絵とともに書かれており，絵はそ
の文字の形をしている。写真11は，学習する書記素がすべて書かれたポスターである。以
上の内容を「Letters and Sounds」と比較すると，「Letters and Sounds」における基本の書記
素には含まれていない nk が Learning Set 1 に含まれている。また，ay, ir, ou, oy, ea, are, aw, 
ew, ire が Leaming Set 2 や Learning Set 3 に含まれている。これらの書記素に関しては，
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「Letters and Sounds」では同音異綴やトリッキーワードの学習の中で学ばせるという考え
なのであろう。逆に，「Letters and Sounds」における基本の書記素に含まれている ear がこ
こでは含まれていない。

　以下， 9 月22日（木）に参観した授業について報告する。この学校では，毎日 9：05か
ら 9：45の40分間をフォニックスの学習に当てている。また，学年ごとではなく，学年を
混ぜて習熟度別のグループごとに教室を移動し，授業が行われていた。その中の中級レベ
ルの授業を参観した。指導していたのは支援員である。
　まず，ur, ow, igh, or, aw, ea, ay, o-e, ir, air, u-e と書かれたカードを次々に見せ，素早く
発音させた。その後，burn, purse, turn, spurt, nurse と書かれた緑色のカードを取り出し．
Special Friends はどこにあるかと児童に尋ねた。児童は ur と答えた。Special Friends とはこ
の教材におけるダイグラフの呼び名である。その後，Fred Talk が始まった。Fred Talk もこ
の教材独自の呼び名で，ブレンディングのことである。Fred というカエルのキャラクター
が登場し，音素を発音する。児童はそれを聞き，ブレンディングを行うのである。例えば，
Fred が b-ur-n と発音するのを聞いて burn と発音する。
　次に『A bad fright』（写真12）というデコーディング用絵本を使用した活動に移った。
表紙にあるように，igh を中心に学ぶ本である。また，表紙の裏には，sh, th, ck, tch がこ
の本ではフォーカスされていると書かれている。まず，表紙を見せて「fright」という単
語の意味を児童に尋ね確認した。次に，fright, might, light, right, high, need, teeth, just, black, 
thing, long とそれぞれ書かれたカードを見せ，Fred Talk の活動を行った。その後，2 人組で，
本の始めの方のページに載っている，Story Green Words を読む練習を行った。Story Green 
Words はストーリーを理解するのに必要な単語である。次に，同じく 2 人組で Red Words

写真11　学習する書記素のポスター図 3　 Learning Set 1で学ぶ書記素
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を読む練習を行った。Red Words はこの本に出てくるトリッキーワードである。どの子も
スムーズに読めていた。
　次に，指導者の読み聞かせが始まった。時折，What do you think will happen? と児童に
尋ねながら読み聞かせを進めた。その後，2 人組で本文（写真13）を読む活動に入った。 
 2 人で協力しながら，スムーズに読み進めていた。最後に，自宅に持ち帰るデコーディン
グ用絵本を選ばせ，自宅で読んでくるようにと指示をして終了した。

10　イギリス以外の国のフォニックスの教材
　イギリスの教材に加えて，これまで訪問した英語圏の国々の小学校で使用されていた
教材について触れておきたい。まず，2017年 9 月と2018年 9 月に訪問した，アメリカの
シアトル市内の小学校で使用されていた教材は，Center for the Collaborative Classroom の

「SIPPS: Systematic Instruction in Phonological Awareness, Phonics, and Sight Words」と，
National Geographic, Hampton-Brown の「Reach into Phonics」であった。また，特別支援の
教員は，Sopris West Educational Services, A Cambium Learning Company の「Sound Partners」
も利用していた。2019年 3 月に訪問したアメリカのワシントン DC 近郊の小学校で使用され
ていた教材は，Fountas & Pinnell の「Leveled Literacy Intervention Blue System」である。同
じく2019年 3 月に訪問したオーストラリアのケアンズ市の小学校で使用されていたのは，
FireFly の「Sound Waves Spelling」であった。2016年から2020年まで毎年 2 月に訪問した
カナダのバンクーバー市近郊の小学校では，学校として採用している教材は特に決まった
ものはなく，教員が自分の判断で入手したカードやワークシート等を適宜使用して授業を
行っていた。

11　おわりに
　本稿では，イギリスの小学校 2 校の訪問を通して，シンセティック・フォニックスの教
材 2 種類と，それを使用して行われる授業の様子を報告した。どちらの教材も，国が示す
具体的なプログラムに基づいて作成されているので，扱う基本の音素・書記素の内容とそ
の指導の順番はほぼ同じであったが，少し異なる部分もあった。そこに教材作成会社とし

写真12　デコーディング用絵本 写真13　本文のページ
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ての考えが表れている。また，どちらの教材も，学校で採用・購入すれば，教え方のビデ
オの視聴や，指導案，評価用資料，ワークシートのダウンロードが可能となっている。ま
た，カード，教室掲示用ポスター，約300冊ものデコーディング用絵本とその指導案が提
供されている。1 つの教材を採用すると，授業で必要なものがすべてパッケージとして提
供されており，指導者の負担軽減に寄与していると言える。さらに教員研修も提供されて
いた。学校は，政府による検証に合格した教材の中から，その学校の実情に合わせて教材
を選択し採用している。
　授業は，毎日決まった時間をフォニックスに当てていた。また，習熟度別にデコーディ
ング用絵本を読む指導も行われていた。英語母語話者の子どもは，44音の音素と同音異
綴，トリッキーワード等を一つ一つ丁寧に，ブレンディングとセグメンティングを繰り返
しながら時間をかけて学んでいる。一方，前述したように，日本では単語の綴り全体を暗
記する指導が多いという指摘があり（村上，2015；瀧沢, 2020），それが読み書きの困難
を引き起こしている現状がある（Takeda, 2005）。もちろん，英語母語話者であるイギリス
の子どもたちに行われている指導や教材がそのまま日本の子どもたちに合うわけではない
が，日本におけるよりよいフォニックス指導について考えるためには，シンセティック・
フォニックスについて深く理解する必要があり，本稿の報告がその一助になれば幸いである。
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